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平成２８年度第１回本宮市総合教育会議会議録 

 

１ 日   時  平成２８年１０月３１日（金） 午後２時００分～午後２時５５分 

 

２ 場   所  本宮市役所 ３階 大会議室 

 

３ 出 席 者  市      長        高 松 義 行 

         教   育   長        原 瀬 久美子 

         教育長職務代理者        谷   明 子 

         委      員        渡 辺 俊 之 

         委      員        古 宮 博 文 

         委      員        遠 藤 傳一郎 

 

４ 事務局職員  政策推進課長            佐 藤 一 彦 

         政策推進課課長補佐兼政策推進係長  鈴 木 正 史 

         政策推進課主事           新 保 雅 樹 

         教育部長              後 藤   章 

         上席参事兼教育総務課長       矢 吹 誠 司 

         参事兼管理主事兼指導主事      渡 辺 敏 弘 

         幼保学校課長            渡 辺 裕 美 

         生涯学習センター長兼中央公民館長  菅 野 安 彦 

         教育総務課総務係長         渡 辺 好 晴 

 

５ 傍 聴 人  なし 

 

６ 協議・調整事項 

     （１）児童生徒の安全対策について 

     ①いじめ対策について 

     ②登下校における安全対策について 

   （２）平成２９年度の重点事項について 

   （３）その他 

 

７ 審議経過 

 

【午後２時００分開会】 

◇市長 〔あいさつ〕 

◇市長 協議事項の前に、市へ不審メールが送信された件について事務局より報告を求める。 

◇事務局 〔不審メールについて説明〕 

◇市長 不審メールについて意見を求める。 



 

－2－ 

〔発言者なし〕 

◇市長 今後とも市として万全の体制を期する考えでいる。教育委員の協力を願う。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

【協議・調整事項】 

◇市長 児童生徒の安全対策、①いじめ対策について事務局の説明を求める。 

◇事務局 〔いじめ対策について説明〕 

◇市長 いじめ対策について意見を求める。 

◇渡辺委員 組織については速やかに立ち上げ、いじめはあるものと認識し取り組んでいただきたい。 

◇事務局 いじめを見落とさず認識できるよう学校に対し指導したい。 

◇古宮委員 Ｑ－Ｕテストを年２回実施することによりいじめ防止にもなる。今後の検討を願う。 

◇事務局 学校からも春と秋の２回実施という意見がある。学校とも協議したい。 

◇市長 教育委員会としても学校へ意向調査を実施し必要性の検討をすること。 

◇市長 いじめ対策連絡協議会の設置に至らなかった原因は。 

◇事務局 外部委員の調整が進まなかったため。 

◇市長 市部局としても積極的に協力するので、設置を進めていただきたい。 

◇市長 いじめ対策について、現場との連携を図りながら、随時状況の把握と確実な対応を願う。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

◇市長 ②登下校における安全対策について事務局の説明を求める。 

◇事務局 〔②登下校における安全対策について説明〕 

◇市長 登下校における安全対策について意見を求める。 

◇遠藤委員 ＳＮＳに対する認識を高め、職員の教育・事務局体制をしっかりしていただきたい。 

◇市長 社会の変化に先行して対応し、市民の信頼を得られるような体制を構築していきたい。 

◇谷委員 地域の防犯ボランティア等、各団体の協力に対して感謝の気持ちを忘れず、継続して協力

いただけるような体制を考える必要がある。 

◇事務局 教育長からの礼状や子どもたちからの感謝の手紙を送っている。学校においても感謝の会

等を開催しており、今後も感謝の気持ちを忘れず、このようなことを継続したいと考える。 

◇市長 小さい子どもが祖父母等の姿をみて、自分たちも将来してあげたいと思えるような気持ちを

育てるのが大切。学校・教育委員会から様々な機会を通して子どもたちに発信したい。 

◇市長 登下校の安全対策については、確実な対応と、協力をいただいている各機関との連携を強化

したいと考える。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

◇市長 平成２９年度の重点事項について事務局の説明を求める。 

◇事務局 平成２９年度重点事項について説明。 

◇市長 平成２９年度の重点事項について意見を求める。 

◇遠藤委員 図書館の建設など、ハード面での長期的なビジョンを伺いたい。 

◇市長 学校の耐震化や今後の保育所建設等、優先順位を考え取り組んできた。図書館建設は市民か

ら要望もある。社会教育施設の今後のあり方を教育委員会としっかり考えていく必要がある。市と

しては財政面で余裕があれば積極的に教育基金の積み増しを行っている。基金や補助制度を利用し

施設の充実を図りたいと考えている。 

◇市長 ＩＣＴの機器はどのようなものが必要か。 
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◇事務局 来年度までの４年間に、タブレット型パソコンを各校４０台、各教室に電子黒板とパソコ

ンと実物投影機一式、タブレットを活用するためのＷｉ－Ｆｉ設置工事。また、デジタル教科書の

整備、ＩＣＴ支援スタッフの配置、出席簿や指導要録等の電子化、これらのセキュリティに関する

校務支援システムの導入など。 

◇市長 来年度までに全部は難しいが、必要なものから揃えるよう検討する。 

◇市長 国内交流について補足する。来年、へそのまち協議会の２０周年事業として、沖縄の宜野座

村で交流会を実施する予定である。今回限りになるのか、今後各市で開催されるかは未定である。

教育委員にも協力をいただき、市としての対応を考えたい。 

  平和記念式典への出席という意見もあるが、子どもたちが広島・長崎の現状をどのように考える

かが重要。市と教育委員会で方向性を決めた上で検討するべきと考える。 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

◇市長 その他、なければ協議を終了する。 

〔発言者なし〕 

【協議・調整事項終了】 

 

◇事務局 以上で総合教育会議を終了する。 

 

──────────────────── ◇ ──────────────────── 

【午後 ２時５５分閉会】 

 

   


